
子どもに自分で考えて行動する力を
身につけてもらうために

セーフティルポ　子ども
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（一財）福岡県交通安全協会では平成15
年に交通安全教育班を設置し、幼児・小
中学生と高齢者を対象にした交通安全教
室を県内各地で開催している。現在、交
通安全教育班は白石清美さん、伊勢崎美
佳さん、立石千栄さん、藤渡直美さんの
4名で、平成28 年度は交通安全教室を
314 回実施した。
9月26日は、福岡県久留米市の保育園「童
心園」で交通安全教室が行われた。最初
に藤渡さんが Honda の交通安全キャラ
クター「できるニャン」と一緒に、家や
公園などから道路に出る時は必ず止まる
こと、クルマが来ていないか右、左、右
を観なければいけないことを園児に伝え
る。続いて、「まんまるちゃん」という手
づくりの教材を使って、信号機の話へと
つなげる。白石さんが実際の信号機のレ
ンズを園児に見せながら、「お母さん、お
父さんが赤信号で道路を渡ろうとしたら、
『ダメだよ』って教えてあげましょう。ク
ルマがスピードを出していれば、あっと
いう間にやって来るし、運転手さんも赤
信号で渡るとは思っていません。また、
青信号になっても、すぐに渡らないよう
に。青信号でもクルマが来ることがあり
ます。運転手さんはみんなのことに気づ
いていないかもしれないので、自分でよ
く観て、よく考えてから渡りましょう」
と園児に説明する。

次は、横断歩道の渡り方を福岡県交通安
全協会オリジナルの教材「としこちゃん」
を使って伝える。これは女の子の大きな
顔と手、足のイラストで構成されている。
足を揃えてきちんと止まること、手は
まっすぐ上に高く上げること、目だけで
なく顔もしっかり動かすことをわかりや
すく示すためのものだ。この後、園児一
人ひとりに横断歩道の渡り方を実践して
もらう。最後に「飛び出しはしません」「信
号を守ります」「横断歩道を渡ります」「知
らない人にはついていきません」という
4つを園児と約束し、交通安全教室は終
了した。
交通安全教育班の皆さんは子どもが小さ
いうちから自分自身で考えて行動する力
を身につけてほしいと願いながら、指導
に取り組んでいる。「赤信号でも渡って
いる大人や友だちがいれば、それにつら
れて渡ってしまうことがあると思いま
す。しかし、これは危険な行動です。交
通ルールを守ることはもちろん、自分の
目で観て考えた上で安全な行動ができる
ようになってほしいと思っています。横
断歩道の渡り方を練習する時も、小学校
進学を控える年長の子どもには私たちが
アドバイスをしないで、自発的に安全確
認をやってもらうようにしています」と
白石さんはいう。

8月19日、ユニコムプラザさがみはら（神奈川県相模原市）で子どもの交通事故防止啓
発イベント「つながる、見える交通安全」が開催された。これは北里大学医療衛生学
部准教授の川守田拓志さんが主催したイベント。「未就学児から小学生低学年において、
交通安全を学ぶ機会をつくることが重要です。特に、保護者や地域、様々な企業・団
体がつながり、連携して子どもの交通事故を減らす取り組みができる場をつくりたい
と考えました」と、川守田さんは同大学がある相模原市内の企業・団体を中心に参加
を呼びかけた。これに相模原南警察署や相模原市南区をはじめ、市内外の約20の企業・
団体が応じ実現した。
8月にイベントを開催した意義を川守田さんは「子どもの交通事故のリスクは9月から
12月にかけて上昇します。また、小学生が夏休みの宿題の題材として考えることで、
保護者とお子さんが楽しく交通安全を学ぶ好機になります」と説明する。この日は家
族連れなど約800人が来場。会場では、相模原市南区と相模原中央自動車学校による
Honda 自転車シミュレーターの体験コーナーなどが設けられたほか、親子を対象にし
た相模原南警察署による交通安全教室なども実施された。
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神奈川県相模原市で「つながる、見える交通安全」開催

横断歩道の渡り方の手順をわかりやすく伝えるためのオリジナル教材「としこちゃん」

模擬の信号機と横断歩道を使って渡り方を練習

丸型の紙が動物に変化していく「まんまるちゃん」という手づくり教材を使って園児の関心を高める

Hondaの交通安全キャラクター「できるニャン」のパペットを活用した導入部写真左から立石千栄さん、白石清美さん、伊勢崎美佳さん、藤渡直美さん

指導者の皆さんの活動を動画でご紹介
http://www.honda.co.jp/safetyinfo/area/movie/

実際の信号機のレンズを園児に見せな
がら信号の色の意味を説明

小学校低学年向けの交通安全教室で
は、イラストを見せて「この後、どん
なことが起きるか」子どもたちに考え
てもらう課題も取り入れている

相模原市南区と相模原中央自動車学校による
自転車シミュレーター体験

相模原南警察署による交通安全教室

北里大学医療衛生学部＆Vision CLUB による
歩行者シミュレーター体験


